
学校番号 
２００２ 

 

平成３１年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語 I 3 第１学年 FLEX English Final PresentationⅠ  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

      英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身につけるとともに、事実や意見などを

多様な点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う。 

   話題別の会話文で読み・聞く能力を伸ばし、発音・構文・文法を学んだあと、表現活動で書く・話す能力を

養う。情報や考えをまとめて、英語で発表できる力を養う。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DOリストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（3単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：「コミュニケーション英語Ⅰ」FLEX English Final PresentationⅠ 

     「英語表現Ⅰ」DUALSCOPE English Expression Ⅰ 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・準備した上で、日常

的な事柄や自分自身、

日本の文化など身近な

ことについて複数の文

で描写できる。 

・定型の表現を使って、

簡単なやり取りができ

る。 

・自然なリズムやイン

トネーションで自分の

思いを伝える。 

 

(コミュ英Ⅰ) 

レシテーショ

ン 

(英表Ⅰ) 

インタビュー

テスト 

 

・自分のことや学校、地域

のことなどの簡単な紹介

文を書くことができる。 

・簡単な語や基礎的な表現

を用いて身近なことにつ

いて複数の文を書くこと

ができる。 

・趣味や好き嫌いについて

簡単な語や基礎的な表現

を用いて箇条書きで複数

の文を書くことが出来る。 

 

(英表Ⅰ) 

定期考査 

・事物に関する紹介や対

話などを聞いてその概要

を捉えることができる。 

・リズムやイントネーシ

ョンなどの英語の音声的

な特徴に注意しながら聞

くことができる。 

 

(コミュ英Ⅱ) 

リスニングテス

ト 

定期考査 

(英表Ⅰ) 

リスニングテス

ト 

定期考査 

・内容の要点を示す

語句や文、つながり

を示す語句などに

注意しながら読む

ことができる。 

・100語の英文を後

戻りすることなく

一定時間内に黙読

して要点を理解し

たあと適切なポー

ズを伴い音読する

ことが出来る。 

(コミュ英Ⅰ) 

リーディング

テスト 

定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

・間違うことを恐れず，積極的に

情報や考えなどについて表現して

いる 

・授業を通して学んだことや，学

校や家庭などにおける日常生活の

中で学んだり経験したりしたこと

を積極的に活用して表現している 

・語句や表現，文法事項などの知

識を活用して適切に表現すること

ができる 

・場面や状況に応じた適切な表現

を用いることができる 

・語句や表現，文法事項などの知

識を活用して，内容を的確に理解

することができる 

・説明などを読んだり聞いたりし

て，特に重要な事実等を捉えるこ

とを通じ，全体の要旨を理解する

ことができる 

・正しい語順や語法を用いて文を

構成する知識を身に付けている 

・英語を使用している人々の日常

生活，風俗習慣など，表現活動に

必要な文化的背景について理解し

ている 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 
単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習活動 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

Behind 

Kumamon 

(5時間) 

日本社会 

異文化理解 

産業 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・くまモンとは，どんなキ

ャラクターであり、なぜ世

界でも人気であるのかを

読み取ろうと努めている。 

・くまモンが成功したわけ

とは何かを把握しようと

努めている。 

本文の音読練習（リピー

ト，ペア・リーディング

等）。 

Comprehension を

活用して，各Partの

概要を把握する 

くまモンを通して，文

化による相違点や共

通点について積極的

に考えることができ

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・Comprehension

の確認。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容についての英

問英答や，知り得た情報の

英語による説明ができる。 

・適切な位置に区切りを入

れながら，母音の音の区別

や，音のつながりに注意し

て英文を音読することが

できる。 

・本文中に出てきた語法・

熟語を使って，指示にそっ

た適切な英文を書くこと

ができる。 

Final Presentation を

活用して，本文で読んだ

内容を，キーワードや写

真を頼りにペアで再話

（retelling）する。 

キーワードや写真を使

って，本文の内容を口

頭や記述で説明する

ことができる。  

Final Presentation 
を活用したワークシー

トを提出させ，その内

容を取組状況の判断

材料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文や内容についての英

文を聴いて，大まかな概要

を把握できる。 

・時制を的確に把握し，時

系列に従って本文の内容

を正確に理解できる。 

Final Presentation を活用

して，各 Part の内容に対す

る感想や意見について伝え

合う。 

くまモンについて聞い

たり読んだりしたことが

理解し，概要や要点を

とらえることができる。 

Final Presentation 
を活用したワークシートを

提出させ，その内容を取

組状況の判断材料として

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・くまモンが世界中で注目

を浴びていることを考え

ている。 

・受け身，to不定詞，動名

詞それぞれの意味や働き，

形を理解している。 

Grammarや 
Exercises を活用して，本

文中で使われている意味

や用法を確認する。 

「受動態」「to 不定詞」

「動名詞」使い方を理

解している。 

英語の音の連結につ

いて理解し，音読する

ことができる。 

・Exercisesの確認。 
・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて，知識が身

についているかを判

断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習活動 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 2 

Hacking 

Your Brain 

(7時間) 

 

脳科学 
日常 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度。」 

・試合や競技での勝利に，

脳が密接に関わっている

こと、“in the zone”がど

ういうことかを読み取ろ

うと努めている。 

・チームで良いプレーをす

る方法、大きな目標を遂げ

るための脳の働かせ方を

読み取ろうと努めている。 

・本文の音読練習（リピー

ト，ペア・リーディング

等）。 
・Comprehension を活用

して，各Part の概要を把

握する。 

 ・ペアでの言語活動を

観察する。 

・Comprehension の

確認。 

「外国語表現の能力」 



・本文の内容について英問

英答や，知り得た情報の英

語による説明ができる。 

・摩擦音や破裂音に注意し

て，提示された英文を音読

することができる。 

・本文中に出てきた語法・

熟語を使って，指示に沿っ

た適切な英文を書くこと

ができる。 

本文で読んだ内容を，キ

ーワードや写真を頼りに

し て 、 ペ ア で 再 話

（retelling）する。 

キーワードや写真を使

って，動物の感情につ

いて考え，口頭で説明

することができる。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・本文を聴いて，大まかな

概要を把握できる。 

・本文の内容についての英

問や英文を聴いて，内容を

正しく理解できる。 

・摩擦音や破裂音を認識で

き、注意して音読すること

ができる。 

・関係代名詞の表現を的確

に把握し，その使い方と内

容を理解した上で，本文の

内容を正確に把握できる。 

Final Presentation を活用

して，各 Part の内容に対す

る感想や意見について伝え

合う。 

脳の働きについて聞

いたり読んだりしたこと

が理解し，概要や要点

をとらえることができ

る。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・スポーツの上達や，実際

にプレーで技能を発揮す

ることに脳が密接に関連

していると理解している。 

・進行形，間接疑問，分詞

の表現，それぞれの意味や

働き，形を理解している。 

「進行形」「間接疑問」「分

詞の限定用法」の使い方

を理解している。 

・英文の意味上の区切り

でポーズを置き，音読す

ることができる。 

Grammarや 
Exercises を 活用 し

て，本文中で使われて

いる意味や用法を確

認する。 

・Exercisesの確認。 
・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて，知識が身

についているかを判

断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習活動 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

It’s 

Always 

Sunny  

in Space 

(7時間) 

宇宙 
科学 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・環境にやさしいエネルギ

ーに関する問題点を読み

取ろうと努めている。 

・SSPS計画とはどのよう

な計画で、なぜ資金が莫大

にかかるのかを読み取ろ

うと努めている。 

・日本が石炭石油の主な輸

入国となっている理由を

理解しようと努めている。 

・積極的に声を出して音読

しようと努めている。 

 

・本文の音読練習（リピー

ト，ペア・リーディング

等）。 
・Comprehension を活用

して，各Part の概要を把

握する。 

環境に優しいエネル

ギーに関して理解を深

めようとしている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 
・Comprehension の

確認。 

「外国語表現の能力」 



・本文の内容についての英

問英答や，知り得た情報の

英語による説明ができる。 

・適切な位置に区切りを入

れながら，類似する2音の

違いに注意し，英文を音読

することができる。 

・本文中に出てきた語法・

熟語を使って，指示にそっ

た適切な英文を書くこと

ができる。 

Final Presentation 
  を活用して，本文で読

んだ内容を，キーワード

や写真を頼りにペアで再

話（retelling）する。 

キーワードや写真を使

って，自然にやさしい

エネルギーについて，

口頭で説明することが

できる。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・本文英文を聴いて，大ま

かな概要を把握できる。 

・本文の内容についての英

問や英文を聴いて，内容を

正しく理解できる。 

・時制を的確に把握し，時

系列に従って本文の内容

を正確に理解できる。 

Final Presentationを使

い、自然とエネルギーに

ついて自分の意見を書

く。 

Final Presentationを

使い、自然とエネルギ

ーについて自分の意

見を書ける。 

自然とエネルギーに

ついて書かせたもの

を提出させる。 
 

「言語や文化についての知識・理解」 

・科学技術をもとに，宇宙

のエネルギーを利用して，

地球の未来を守るという

内容を掴むことができる。 

・助動詞，〈名詞＋分詞句〉，

現在完了について，それぞ

れの意味や働き，形を理解

している。 

Grammarや 

Exercises を活用して，本

文中で使われている意味

や用法を確認する。 

「助動詞」「名詞＋分詞

句」「現在完了」の使い

方を理解している。 
・疑問文のイントネー

ションについて正し

く理解し，音読するこ

とができる。 

・Exercisesの確認。 

・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて，知識が身

についているかを判

断する。 

Lesson 4 
Malala; 
Fighting 
for 
Women’s 
Rights 

国際社会 

教育 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・マララが育った環境や、

彼女が10歳のときに故郷

で起きた出来事について

理解しようと努めている。 

・マララが思いを伝えるた

めにとった行動や教育を

受けたいという，願いを読

み取ろうと努めている。 

・本文の音読練習（リピー

ト，ペア・リーディング

等）。 
・Comprehension を活用

して，各Part の概要を把

握する。 

マララを取り巻く状況を

理解し、自分の言葉で

説明することができる 

・ペアでの言語活動を

観察する。 
・Comprehension の

確認。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容についての英

問英答や，知り得た情報の

英語による説明ができる。 

・本文で扱われる母音や子

音に注意して発音できる。 

・本文中に出てきた語法・

熟語を使って，指示にそっ

た適切な英文を書くこと

ができる。 

 

Final Presentation 
  を活用して，本文で読

んだ内容を，キーワード

や写真を頼りにペアで再

話（retelling）する。 

キーワードや写真を使

って，マララの教育へ

の思いについて口頭

で説明することができ

る。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 



「外国語理解の能力」 

・本文を聴いて，大まかな

概要を把握できる。 

・本文の内容についての英

問や英文を聴いて，内容を

正しく理解できる。 

・母音・子音の音の区別を

認識でき、注意して音読す

ることができる。 

Final Presentation 
  を活用して，戦争につ

いてグループ内で発表す

る。 

インターネットを使っ

て，教育の重要性につ

いて調べ，グループ

内で発表することがで

きる。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・筆者の活動の内容から，

教育を平等に受けること

ができない地域や子ども

たちがいる，といった社会

的な視野を広めている。 

・関係代名詞，過去完了形，

関係代名詞what，それぞ

れの意味や働き，形を理解

している。 

 

 

・「関係代名詞」「過去完了

形」「関係代名詞what」な
どの使い方を理解してい

る。 
 

Grammarや 

Exercises を 活用 し

て，本文中で使われて

いる意味や用法を確

認する。 

・Exercisesの確認。 

・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて，知識が身

についているかを判

断する。 
 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習活動 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 
Mount Fuji 

文化 

伝統 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・富士山の特徴や日本文化

としての位置づけを理解

しようと努めている。 

・富士登山の歴史的背景を

読み取ろうと努めている。 

・富士山が影響を与えたも

のについて理解しようと

努めている。 

・本文の音読練習（リピー

ト，ペア・リーディング

等）。 

・Comprehension を活用

して，各Part の概要を把

握する。 

富士山の文化的歴史

的位置付けを理解し、

自分の言葉で説明しよ

うとすることができる 

・ペアでの言語活動を

観察する。 
・Comprehension の

確認。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容についての英

問英答や，知り得た情報の

英語による説明ができる。 

・適切な位置に区切りを入

れながら，英語独特の音に

注意して音読することが

できる。 

Final Presentation 
  を活用して，本文で読

んだ内容を，キーワード

や写真を頼りにペアで再

話（retelling）する。 

キーワードや写真を使

って，富士山について

について口頭で説明

できる。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・本文の英文や、内容につ

いての英問を聴いて，内容

を正しく理解できる。 

・日本語にはない音を意識

し、強勢，ﾘｽﾞﾑ，ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝ，

区切りなどに注意して音

読することができる。 

 

Final Presentation 
  を活用して，富士山の

位置づけについてディス

カッションをする。  

Phrases を使い富士

山について英語でデ

ィスカッションができ

る。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 



「言語や文化についての知識・理解」 

●富士山が文化的な価値

をもつと認識されている

理由や背景を考えている。 

●同格that，原形不定詞，

節を導く形式主語itについ

て，それぞれの意味や働

き，形を理解している。 

Grammarや 
Exercises を活用して，本

文中で使われている意味

や用法を確認する。 

動詞＋受動態，要

求・提案などを表

す動詞のthat節に

おける動詞の原

形，関係代名詞の

what について正し

く理解し，音読できる。 

・Exercisesの確認。 
・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて，知識が身

についているかを判

断する。 
 

Lesson 6 
Donald 
Keene and 
His Love of 
Japan 

文化  

人物 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ｷｰンの人物像と，

日本文学との関わり方を

読み取ろうと努めている。 

・ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ｷｰンが日本の

人々に同情するきっかけ

になった出来事と、日本は

彼にどのようなことをし

たのか理解しようと努め

ている。 

・本文の音読練習（リピー

ト，ペア・リーディング

等）。 
・Comprehension を活用

して，各Part の概要を把

握する。 
 

ﾄﾞﾅﾙﾄﾞｷｰンが日本文

学に興味を持ったきっ

かけから現在までので

きごとを理解し、自分

の言葉で説明しようと

することができる 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・Comprehension の

確認。 

「外国語表現の能力」 

・本文内容についての英問

英答や，知り得た情報の英

語による説明ができる。 

・適切な位置に区切りを入

れながら，日本語の音と英

語の音の違いに注意して，

適切な音量で本文を音読

できる。 

Final Presentation 
  を活用して，本文で読

んだ内容を，キーワード

や写真を頼りにペアで再

話（retelling）する。 

キーワードや写真を使

って，ﾄﾞﾅﾙﾄﾞｷｰンと日

本文学との関わりにつ

いて口頭や記述で十

分の言葉で説明するこ

とができる。  

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・本文英文を聴いて，大ま

かな概要を把握できる。 

・本文の内容についての英

問や英文を聴いて，内容を

正しく理解できる。 

・時系列順に起きた出来事

を意識しながら，内容をつ

かむことができる。 

・日本語の音と英語の音の

違いに注意して音読する

ことができる。 

Final Presentation 
  を活用してﾄﾞﾅﾙﾄﾞｷｰン

と日本文学とのかかわりを

説明する。 

ﾄﾞﾅﾙﾄﾞｷｰﾝと日本文学

とのかかわりを説明す

ことができる 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係副詞，関係代名詞の

非制限的用法，It is true 

that ～, but …，それぞれ

の意味や働き，形を理解し

ている。 

 

 

 

 

Grammarや 
Exercises を活用して，本

文中で使われている意味

や用法を確認する。 

関係副詞、関係代名詞

の非限定用法，形式主

語のitについて正しく

理解し，音読できる。 

・Exercisesの確認。 
・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて，知識が身

についているかを判

断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習活動 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

Virtual 

Water 

現代社会 

農業 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本はなぜ仮想水を多く

使用しているのか背景を

理解しようと努めている。 

・日本が様々な国から食料

を輸入している原因と、そ

のうちのどれくらいの量

を浪費しているか読み取

ろうと努めている。 

・仮想水の概念と日本にお

ける仮想水の輸入量が増

大している問題を理解し

ようと努めている。 

・本文の音読練習（リピー

ト，ペア・リーディング

等）。 
・Comprehension を活用

して，各Part の概要を把

握する。 
 

仮想水の概念と増加

する理由を理解し、自

分の言葉で説明しよう

とすることができる 

・ペアでの言語活動を

観察する。 
・Comprehension の

確認。 

「外国語表現の能力」 

・本文内容についての英問

英答や，知り得た情報の英

語による説明ができる。 

・日本語に近い発音や母音

の区別に注意して英文を

音読することができる。 

・関係代名詞の非制限用

法，前置詞＋関係代名詞，

関係副詞，本文中に出てき

た語法・熟語を使って，指

示にそった適切な英文を

書くことができる。 

Final Presentation 
  を活用して，本文で読

んだ内容を，キーワード

や写真を頼りにペアで再

話（retelling）する。 

キーワードや写真を使

って，バイオミメティク

スについて，口頭で説

明することができる。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・本文英文を聴いて，大ま

かな概要を把握でき、英問

や英文を聴いて，内容を正

しく理解できる。 

・図表が表す内容を的確に

把握し，図表を参考にしな

がら本文の内容を正確に

理解できる。 

Final Presentation 
  を活用して，仮想水に

ついての理解を深めるこ

とができる。 

仮想水について、自分

の言葉で説明すること

ができいる。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮想水が実際どのように

使用され，また日本がどれ

だけの量の仮想水を輸入

しているか考えている。 

・関係代名詞の非制限用

法，前置詞＋関係代名詞，

関係副詞の意味や働き，形

を理解している。 

 

 

 

Grammarや 
Exercises を活用して，本

文中で使われている意味

や用法を確認する。 

関係代名詞の非制限

用法、前置詞＋関係

代名詞、関係副詞に

ついて理解できる。 

・Exercisesの確認。 
・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて，知識が身

についているかを判

断する。 



Lesson 8 
Wearable  
Robots 
May 
Change  
Our Life 

科学 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・HAL というロボットに

ついて読み取ろうと努め

ている。 

・日本の出生率が低下によ

り，起こりうる問題を考え

ようとしている。 

・山海教授がロボットに興

味を持ったきっかけと研

究に勤しむうえで，持ち続

けている信念について読

み取ろうと努めている。 

・本文の音読練習（リピー

ト，ペア・リーディング

等）。 
・Comprehension を活用

して，各Part の概要を把

握する。 
 

HAL というロボットに

ついて考えを深め、筆者

の考えに対し建設的な批

評ができる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・Comprehension の

確認。 
 

「外国語表現の能力」 

・本文内容についての英問

英答や，知り得た情報の英

語による説明ができる。 

・英語特有のl やr の発音

に注意して，英文を音読す

ることができる。 

・仮定法過去，関係副詞の

非制限用法，仮定法過去完

了などを使って，指示にそ

った適切な英文を書くこ

とができる。 

Final Presentation 
  を活用して，本文で読

んだ内容を，キーワード

や写真を頼りにペアで再

話（retelling）する。 

キーワードや写真を使

って，ロボットが社会に

及ぼす影響について

口頭で説明する。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・本文英文や内容について

の英問や英文を聴いて，内

容を正しく理解できる。 

・l やr の発音を認識し，

区別して発音するできる。 

・時制を的確に把握し，時

系列に従って本文の内容

を正確に理解できる。 

Final Presentation 
  を活用して，HAL につ

いてプレゼンテーション

する。 

HAL についてプレゼ

ンをする設定でクラス

で発表できる。 

Final Presentation 
 を活用したワークシート

を提出させ，その内容を

取組状況の判断材料とし

て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・山海教授が開発した，介

護や運動の補助に役立つ

ロボットに関する内容を

理解している。 

・仮定法過去，関係副詞の

非制限用法，仮定法過去完

了の意味や働き，形を理解

している。 

Grammar や Exercises
を活用して，本文中で使

われている意味や用法を

確認する。 

仮定法過去、関係副詞

の非制限用法、仮定法

過去完了について理

解できる。 
・英語の音の連結につ

いて正しく理解し，音

読する。 
・英語の音の連結につ

いて正しく理解し，音

読できる。 

・Exercisesの確認。 
・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて，知識が身

についているかを判

断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習活動 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 
Biomimicr
y 
Inspired 
by Nature 

自然 

科学 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・「ﾊﾞｲｵﾐﾐｸﾘー」とは何か、

私たちのどのような問題

を解決してくれるかを読

み取ろうと努めている。 

・本文の音読練習（リピー

ト，ペア・リーディング

等）。 
・Comprehension を活用

して，各Part の概要を把

バイオミミクリーが何を

すｒものかを理解しよう

としている。 
 

・ペアでの言語活動を

観察する。 
・Comprehension の

確認。 
 



・ハスの葉や蚊の血を吸う

行動をヒントに，どのよう

な物が開発されたかを読

み取ろうと努めている。 

・積極的に声を出して音読

しようとしている。 

握する。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容について英問

英答したり，知り得た情報

を英語で話したり書いた

りすることができる。 

・つづり字につられて間違

えやすい発音や，日本語に

近い発音に注意して，英文

を発音することができる。 

Final Presentation 
  を活用して，本文で読

んだ内容を，キーワード

や写真を頼りにペアで再

話（retelling）する。 

キーワードや写真を使

って，生物模倣につい

て口頭で説明すること

ができる。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・本文の内容を要約した

り，ﾊﾟﾗﾌﾚｰｽﾞしたりして説

明することができる。 

・音調，ﾘｽﾞﾑ，ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝに

注意して聴き取り，本文の

内容を正しく理解できる。 

・つづり字につられて間違

えやすい発音や，日本語に

近い発音に注意して聴き

取り、音読できる。 

・ﾊﾞｲｵﾐﾐｸﾘｰについて，様々

な立場から述べた文の内

容を正確に把握できる。 

Final Presentation 
  を活用して，バイオミミ

クリーを用いた新しい商

品を考え，発表する。  

バイオミミクリーを用い

た新しい商品を考え、

スピーチ原稿を書き、

発表することができ

る。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自然から得られる恩恵

と，それをどう活用できる

かを考えている。 

・SVOC(分詞)，if 節のな

い仮定法，分詞構文につい

て，それぞれの形と意味を

理解している。 

Grammarや 
Exercises を活用して，本

文中で使われている意味

や用法を確認する。 

・SVOC(分詞)、if 節の

ない仮定法，分詞構文

について理解する。 
・英語の持つ強弱のリ

ズムについて理解し，

場面にふさわしい臨場

感を出しながら音読す

る。 

・Exercisesの確認。 
・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて，知識が身

についているかを判

断する。 

Lesson 10 
“His 
Holiness 
The 14th 
Dalai 
Lama” 

日常 

哲学 

平和 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ 14 世は何があ

って何を受賞したか読み

取ろうと努めている。 

・個人的，政治的問題に対

して，ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ 14 世は何

が大切と説いているか読

み取ろうとしている。 

・平和を築いていくために

は何が大切で、自分に何が

できるかを読み取ろうと

考えている。 

・本文の音読練習（リピー

ト，ペア・リーディング

等）。 

・Comprehension を活用

して，各Part の概要を把

握する。 
 

ダライラマ 14 世の受

賞について経緯を理

解しようとしている。 

平和を築くために自分

ができることを考えて

いる 

・ペアでの言語活動を

観察する。 
・Comprehension の

確認。 



 

「外国語表現の能力」 

・本文内容についての英問

英答や，知り得た情報の英

語による説明ができる。 

・適切な位置に区切りを入

れながら，適切な音量で本

文を音読できる。 

・日本語に近い発音や類似

した音に注意して，英文を

音読することができる。 

Final Presentation 
  を活用して，本文で読

んだ内容を，キーワード

や写真を頼りにペアで再

話（retelling）する。 

キーワードや写真を使

って，ダライラマ 14 生

について口頭で説明

することができる。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・本レッスンの内容につい

ての英問や英文を聴いて，

内容を正しく理解できる。 

・日本語に近い音や類似し

た音を認識し、注意して音

読することができる。 

・時制を的確に把握し，時

系列に従って本文の内容

を正確に理解できる。 

Final Presentation 
  を活用して，ダライラマ

14 世ついて書いた内容

を発表する。 

ダライラマ 14 世につ

いて書いた内容を発

表することができる。 

Final Presentation 
 を活用したワークシ

ートを提出させ，その

内容を取組状況の判

断材料として活用す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ 14 世の考えや

行動をもとに，今後の世界

平和について考えている。 

・部分否定，複合関係詞，

分詞構文の意味や働き，形

を理解している。 

Grammarや 
Exercises を活用して，本

文中で使われている意味

や用法を確認する。 

部分否定、複合関係

詞、分詞構文について

理解できている。 
 

・Exercisesの確認。 
・言語の使用場面と働

きを意識した筆記テス

トにおいて，知識が身

についているかを判

断する。 


